
(57)【要約】

【課題】慣性分離によって分離された塵埃を捕集する集

塵容器の非装着及び誤装着を確実に防止すると共に、こ

の集塵容器の装着状態を容易に認識することができる電

気掃除機を提供すること。

【解決手段】電動送風機１６を内蔵した掃除機本体１１

と、この掃除機本体１１に着脱自在に装着されると共に

電動送風機１６の吸込負圧による慣性分離で分離された

塵埃を捕集する集塵容器３０と、掃除機本体１１に手元

操作管３０を介して着脱自在に接続されると共に集塵容

器３０に連通する吸込口体２０とを備えた電気掃除機１

０であって、掃除機本体１１は、集塵容器３０の非装着

又は誤装着を検知する第一マイクロスイッチ（容器検知

手段）Ｍ１を有し、吸込口体２０は、第一マイクロスイ

ッチＭ１の検知結果を報知する報知ランプ（報知手段）

２４を有している。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 動 送 風 機 を 内 蔵 し た 掃 除 機 本 体 と 、 こ の 掃 除 機 本 体 に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ る と 共 に 前
記 電 動 送 風 機 の 吸 込 負 圧 に よ る 慣 性 分 離 で 分 離 さ れ た 塵 埃 を 捕 集 す る 集 塵 容 器 と 、 前 記 掃
除 機 本 体 に 手 元 操 作 管 を 介 し て 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る と 共 に 前 記 集 塵 容 器 に 連 通 す る 吸 込
口 体 と を 備 え た 電 気 掃 除 機 で あ っ て 、
　 前 記 掃 除 機 本 体 は 、 前 記 集 塵 容 器 の 非 装 着 又 は 誤 装 着 を 検 知 す る 容 器 検 知 手 段 を 有 し 、
　 前 記 吸 込 口 体 は 、 前 記 容 器 検 知 手 段 の 検 知 結 果 を 報 知 す る 報 知 手 段 を 有 し て い る こ と を
特 徴 と す る 電 気 掃 除 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 慣 性 分 離 に よ っ て 分 離 さ れ た 塵 埃 を 捕 集 す る 集 塵 容 器 が 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ
る 掃 除 機 本 体 に 、 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る 吸 込 口 体 を 備 え た 電 気 掃 除 機 に 関 す る も の で あ る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 電 動 送 風 機 の 吸 引 側 に 着 脱 自 在 に 配 置 さ れ た 集 塵 用 の 紙 パ ッ ク の 有 無 を 検 出
す る 検 出 手 段 と 、 こ の 検 知 手 段 か ら の 信 号 に 基 づ い て 警 報 を 表 示 又 は 音 声 に よ り 報 知 す る
報 知 手 段 と を 備 え た 電 気 掃 除 機 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 電 気 掃 除 機 で は 、 手 元 操 作 管 に 設 け ら れ た リ モ ー ト 部 の モ ー ド ス イ ッ チ を 点 滅 さ せ
る と 共 に 、 ブ ザ ー を 鳴 ら す こ と で 紙 パ ッ ク の 装 着 忘 れ を 報 知 す る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － ７ ３ ０ ３ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 慣 性 分 離 に よ っ て 分 離 さ れ た 塵 埃 を 捕 集 す る 集 塵 容 器 は 、 透 明 や 半 透 明 な 材
質 で 形 成 さ れ る こ と が 多 く 、 特 に 所 定 の 位 置 に 装 着 さ れ て い な い 誤 装 着 状 態 が 分 か り に く
く な っ て い る が 、 上 述 の 電 気 掃 除 機 で は 、 こ の 慣 性 分 離 で 分 離 さ れ た 塵 埃 を 捕 集 す る 集 塵
容 器 の 有 無 を 検 知 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 に 、 慣 性 分 離 に よ っ て 塵 埃 を 分 離 す る 電 気 掃 除 機 で は 、 集 塵 容 器 の 着 脱 を 行 う 際 に 集
塵 ホ ー ス を 掃 除 機 本 体 に 接 続 し た ま ま 行 う こ と が 可 能 で あ り 、 集 塵 容 器 を 装 着 し て い な い
状 態 で 掃 除 を 行 な っ て し ま う お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ の た め 、 こ の 慣 性 分 離 に よ っ て 塵 埃 を 分 離 す る 電 気 掃 除 機 で は 、 集 塵 容 器 が 所 定 位 置
に 正 確 に 装 着 さ れ て い な い に も か か わ ら ず 電 動 送 風 機 を 駆 動 さ せ て し ま い 、 十 分 な 掃 除 を
行 な う こ と が で き な い 上 に 、 分 離 さ れ た 塵 埃 を 捕 集 す る こ と が で き な い お そ れ が 生 じ て い
た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 掃 除 を 行 な う 場 合 に は 被 清 掃 面 を 見 な が ら 行 う こ と が 一 般 的 で あ り 、 手 元 操 作
管 に 設 け ら れ た モ ー ド ス イ ッ チ を 点 滅 さ せ る だ け で は 、 容 易 に 検 知 結 果 を 認 識 す る こ と が
で き な い と い う 問 題 も 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 慣 性 分 離 に よ っ て 分 離 さ れ た 塵 埃 を 捕 集 す る 集 塵 容 器 の 非 装 着 及
び 誤 装 着 を 確 実 に 防 止 す る と 共 に 、 こ の 集 塵 容 器 の 装 着 状 態 を 容 易 に 認 識 す る こ と が で き
る 電 気 掃 除 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 は 、 電 動 送 風 機 を 内 蔵 し た 掃 除 機 本 体 と 、 こ の 掃
除 機 本 体 に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ る と 共 に 前 記 電 動 送 風 機 の 吸 込 負 圧 に よ る 慣 性 分 離 で 分 離
さ れ た 塵 埃 を 捕 集 す る 集 塵 容 器 と 、 前 記 掃 除 機 本 体 に 手 元 操 作 管 を 介 し て 着 脱 自 在 に 接 続
さ れ る と 共 に 前 記 集 塵 容 器 に 連 通 す る 吸 込 口 体 と を 備 え た 電 気 掃 除 機 で あ っ て 、 前 記 掃 除
機 本 体 は 、 前 記 集 塵 容 器 の 非 装 着 又 は 誤 装 着 を 検 知 す る 容 器 検 知 手 段 を 有 し 、 前 記 吸 込 口
体 は 、 前 記 容 器 検 知 手 段 の 検 知 結 果 を 報 知 す る 報 知 手 段 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 電 気 掃 除 機 に よ れ ば 、 容 器 検 知 手 段 に よ り 慣 性 分 離 に よ っ て 分 離 さ れ た 塵 埃 を
捕 集 す る 集 塵 容 器 の 非 装 着 及 び 誤 装 着 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 被 清 掃 面 上 で 塵 埃 を 吸 い 込 む 吸 込 口 体 が 報 知 手 段 を 有 し て い る の で 、 報 知 手 段 を
目 視 確 認 し や す く 、 容 易 に 容 器 検 知 手 段 の 検 知 結 果 を 認 識 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 に 係 る 電 気 掃 除 機 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 示 す 電 気 掃 除 機 １ ０ は 、 掃 除 機 本 体 １ １ と 、 こ の 掃 除 機 本 体 １ １ の 前 端 部 に 設 け
た ホ ー ス 接 続 口 １ １ ａ に 一 端 が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ た 集 塵 ホ ー ス １ ２ と 、 こ の 集 塵 ホ ー ス
１ ２ の 他 端 に 設 け た 手 元 操 作 管 １ ３ に 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ た 延 長 管 １ ４ と 、 こ の 延 長 管 １
４ の 先 端 部 に 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ た 吸 込 口 体 ２ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 掃 除 機 本 体 １ １ の 内 部 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 側 に 集 塵 室 １ ５ が 形 成 さ れ 、 後 側 に
こ の 集 塵 室 １ ５ に 負 圧 を 作 用 さ せ る 電 動 送 風 機 １ ６ が 配 置 さ れ た 電 動 機 室 （ 図 示 せ ず ） が
形 成 さ れ 、 こ の 電 動 機 室 の 上 方 に 制 御 回 路 Ｓ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 こ の 掃 除 機 本 体 １ １ の 上 面 に は 、 後 部 が ヒ ン ジ 結 合 さ れ て 上 下 方 向 に 回 動 す る 蓋
体 １ ７ が 設 け ら れ 、 こ の 蓋 体 １ ７ に よ っ て 集 塵 室 １ ５ が 開 閉 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 こ の 集 塵 室 １ ５ と 電 動 機 室 （ 図 示 せ ず ） と は 、 隔 壁 １ ８ に よ っ て 区 画 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 手 元 操 作 管 １ ３ に は 操 作 部 １ ３ Ａ が 設 け ら れ て お り 、 操 作 部 １ ３ Ａ に は 電 動 送 風
機 １ ６ の 強 弱 を 設 定 す る 強 、 弱 ス イ ッ チ Ｓ ａ ， Ｓ ｂ 及 び オ フ ス イ ッ チ Ｓ ｃ 等 と が 設 け ら れ
て い る 。 な お 、 こ の 操 作 部 １ ３ Ａ か ら の ス イ ッ チ 信 号 は 、 制 御 回 路 Ｓ に 入 力 さ れ る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 集 塵 室 １ ５ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 方 に 開 放 す る と 共 に 、 底 面 １ ５ ａ に 後 述 す る 第 一
マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の 集 塵 室 １ ５ に は 、 集 塵 容 器 ３ ０ が
着 脱 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 集 塵 容 器 ３ ０ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 容 器 本 体 ３ １ と 、 こ の 容 器 本 体 ３ １ の 後
面 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ た フ ィ ル タ 体 ３ ２ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 容 器 本 体 ３ １ は 、 集 塵 室 部 ３ ３ と 風 路 室 部 ３ ４ と を 有 し て お り 、 こ の 集 塵 室 部 ３ ３ と 風
路 室 部 ３ ４ と は メ ッ シ ュ フ ィ ル タ Ｍ Ｆ に よ っ て 連 通 区 画 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 集 塵 室 部 ３ ３ は 、 底 面 が 蓋 部 ３ ５ に よ っ て 開 閉 可 能 に な っ て い る と 共 に 、 集 塵 室
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１ ５ 内 に 装 着 さ れ た 際 に ホ ー ス 接 続 口 １ １ ａ に 連 通 す る 連 通 口 ３ ３ ａ と 、 こ の 連 通 口 ３ ３
ａ に 対 向 し た 分 離 壁 ３ ３ ｂ と を 備 え て い る 。 な お 、 こ の 連 通 口 ３ ３ ａ 及 び 分 離 壁 ３ ３ ｂ は
、 集 塵 室 部 ３ ３ の 上 部 に 設 け ら れ 、 メ ッ シ ュ フ ィ ル タ Ｍ Ｆ よ り も 上 方 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 風 路 室 部 ３ ４ は 、 後 部 が 隔 壁 １ ８ に 向 か っ て 開 放 し て お り 、 こ の 後 部 が フ ィ ル タ 体 ３ ２
に よ っ て 塞 が れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 フ ィ ル タ 体 ３ ２ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 枠 体 ３ ２ ａ と 、 こ の 枠 体 ３ ２ ａ の 内 側 に 取 り 付
け ら れ た 蛇 腹 状 の プ リ ー ツ フ ィ ル タ ３ ２ ｂ と を 有 し て い る 。 ま た 、 枠 体 ３ ２ ａ に は 、 後 述
す る 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ ２ を 押 圧 す る 押 圧 片 ３ ６ が 後 方 に 向 か っ て 突 出 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 こ の フ ィ ル タ 体 ３ ２ の 後 面 に は 、 プ リ ー ツ フ ィ ル タ ３ ２ ｂ に 付 着 し た 塵 埃 を 除 去
す る た め の 振 動 レ バ ー ３ ２ ｃ （ 図 ２ 参 照 ） が 設 け ら れ て お り 、 フ ィ ル タ 体 ３ ２ を 着 脱 す る
際 に は 、 こ の 振 動 レ バ ー ３ ２ ｃ を つ ま ん で 行 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 隔 壁 １ ８ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 格 子 状 に 仕 切 ら れ て 多 数 の 連 通 孔 １ ８ ａ が 形 成 さ れ た
格 子 部 １ ８ ｂ と 、 こ の 格 子 部 １ ８ ｂ の 下 側 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ 保 持 部 １ ８ ｃ と を 有 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス イ ッ チ 保 持 部 １ ８ ｃ は 、 隔 壁 １ ８ に 形 成 さ れ た 穴 部 １ ８ ｄ の 周 縁 部 か ら 集 塵 室 １ ５ 側
に 突 出 形 成 さ れ た カ ッ プ 形 状 を 呈 し て お り 、 内 部 に 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ ２ が 配 置 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 一 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ は 、 集 塵 容 器 ３ ０ の 非 装 着 又 は 誤 装 着 を 検 知 す る 容 器 検 知 手
段 で あ り 、 ス イ ッ チ 片 Ｍ １ ａ と 、 こ の ス イ ッ チ 片 Ｍ １ ａ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ を 検 知 す る 検 知 部
Ｍ １ ｂ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 第 一 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ は 、 集 塵 室 １ ５ の 底 面 １ ５ ａ の ほ ぼ 中 央 に 配 設 さ れ て お
り 、 こ の 集 塵 室 １ ５ 内 に 集 塵 容 器 ３ ０ が 装 着 さ れ る こ と に よ っ て ス イ ッ チ 片 Ｍ １ ａ が 押 圧
さ れ る よ う に な っ て い る 。 検 知 部 Ｍ １ ｂ は 、 ス イ ッ チ 片 Ｍ １ ａ が 押 圧 さ れ て い る 間 、 こ の
ス イ ッ チ 片 Ｍ １ ａ の Ｏ Ｎ を 検 知 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ ２ は 、 フ ィ ル タ 体 ３ ２ の 非 装 着 を 検 知 す る フ ィ ル タ 検 知
手 段 で あ り 、 ス イ ッ チ 片 Ｍ ２ ａ と 、 こ の ス イ ッ チ 片 Ｍ ２ ａ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ を 検 知 す る 検 知
部 Ｍ ２ ｂ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ ２ は 、 ス イ ッ チ 保 持 部 １ ８ ｃ 内 に 配 設 さ れ て お り 、 フ ィ ル
タ 体 ３ ２ が 取 り 付 け ら れ た 容 器 本 体 ３ １ が 集 塵 室 １ ５ 内 に 装 着 さ れ る と 、 フ ィ ル タ 体 ３ ２
の 押 圧 片 ３ ６ に よ っ て ス イ ッ チ 片 Ｍ ２ ａ が 押 圧 さ れ る よ う に な っ て い る 。 検 知 部 Ｍ ２ ｂ は
、 ス イ ッ チ 片 Ｍ ２ ａ が 押 圧 さ れ て い る 間 、 こ の ス イ ッ チ 片 Ｍ ２ ａ の Ｏ Ｎ を 検 知 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 各 第 一 、 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ 、 Ｍ ２ は 、 図 示 し な い ハ ー ネ ス を 介 し て そ
れ ぞ れ 制 御 回 路 Ｓ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 こ の 第 一 、 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ 、 Ｍ ２ か ら
の Ｏ Ｎ 信 号 が 制 御 回 路 Ｓ に 入 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 制 御 回 路 Ｓ は 、 操 作 部 １ ３ Ａ か ら の ス イ ッ チ 信 号 に 基 づ い て 電 動 送 風 機 １ ６ の 運 転 制 御
を 行 う と 共 に 、 第 一 、 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ 、 Ｍ ２ か ら の Ｏ Ｎ 信 号 に 基 づ い て 吸 込 口
体 ２ ０ に 設 け ら れ た 後 述 す る 報 知 ラ ン プ ２ ４ 、 ２ ５ を 点 滅 制 御 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 こ こ で 、 こ の 制 御 回 路 Ｓ は 、 第 一 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ か ら Ｏ Ｎ 信 号 が 入 力 さ れ る と 報
知 ラ ン プ ２ ４ を 消 灯 し 、 第 一 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ か ら Ｏ Ｎ 信 号 が 入 力 さ れ な い と 報 知 ラ
ン プ ２ ４ を 点 灯 す る 。 ま た 、 こ の 制 御 回 路 Ｓ は 、 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ ２ か ら Ｏ Ｎ 信 号
が 入 力 さ れ る と 報 知 ラ ン プ ２ ５ を 消 灯 し 、 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ ２ か ら Ｏ Ｎ 信 号 が 入 力
さ れ な い と 報 知 ラ ン プ ２ ５ を 点 灯 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 一 方 、 吸 込 口 体 ２ ０ は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 吸 込 口 本 体 ２ １ と 、 こ の 吸 込 口 本 体
２ １ の 前 面 及 び 両 側 面 に 設 け ら れ た バ ン パ ー ２ ２ と 、 吸 込 口 ２ １ の 後 部 に 回 転 可 能 且 つ 前
後 に 起 倒 可 能 に 設 け ら れ た 接 続 管 ２ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 吸 込 口 本 体 ２ １ は 、 接 続 管 ２ ３ に 連 通 す る 図 示 し な い 吸 込 室 が 内 部 に 形 成 さ れ て お り 、
こ の 吸 込 室 に は 、 集 塵 室 １ ５ 、 集 塵 ホ ー ス １ ２ 、 手 元 操 作 管 １ ３ 、 延 長 管 １ ４ 及 び 接 続 管
２ ３ を 順 に 介 し て 、 電 動 送 風 機 １ ６ の 吸 込 負 圧 が 作 用 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 こ の 吸 込 室 内 に は 、 回 転 清 掃 体 （ 図 示 せ ず ） が 回 転 自 在 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 こ
の 回 転 清 掃 体 の 上 方 に 位 置 す る 駆 動 フ ァ ン （ 図 示 せ ず ） が 回 転 自 在 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 吸 込 口 本 体 ２ １ の 上 面 に は 、 多 数 の 空 気 取 入 開 口 ２ １ ａ と 、 第 一 、 第 二 報 知 ラ
ン プ ２ ４ 、 ２ ５ と が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 こ の 空 気 取 入 開 口 ２ １ ａ と 、 第 一 、 第 二 報 知
ラ ン プ ２ ４ 、 ２ ５ と は 、 そ れ ぞ れ 接 続 管 ２ ３ を 挟 ん で 互 い に 反 対 側 に 位 置 し て い る 。 ま た
、 こ の 空 気 取 入 開 口 ２ １ ａ 及 び 第 一 、 第 二 報 知 ラ ン プ ２ ４ 、 ２ ５ が 設 け ら れ た 配 置 面 ２ １
ｂ は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 後 方 （ 接 続 管 ２ ３ の 延 長 方 向 ） に 向 か っ て 次 第 に 低 く な
る よ う に 傾 斜 し て お り 、 こ の 配 置 面 ２ １ ｂ が 後 方 を 向 く よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 吸 込 口 本 体 ２ １ の 吸 込 室 に 吸 込 負 圧 が 作 用 す る と 、 こ の 吸 込 負 圧 に よ っ て 吸 込
口 本 体 ２ １ の 図 示 し な い 底 面 に 形 成 さ れ た 吸 込 開 口 か ら 、 被 清 掃 面 上 の 塵 埃 が 吸 い 込 ま れ
る と 共 に 、 上 面 に 形 成 さ れ た 多 数 の 空 気 取 入 開 口 ２ １ ａ か ら 空 気 が 吸 い 込 ま れ る 。 そ し て
、 こ の 空 気 取 入 開 口 ２ １ ａ か ら の 空 気 に よ り 、 内 部 に 設 け ら れ た 図 示 し な い 駆 動 フ ァ ン が
回 転 し 、 こ の 回 転 に 伴 っ て 回 転 清 掃 体 が 回 動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 一 報 知 ラ ン プ ２ ４ は 、 第 一 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ の 検 知 結 果 を 報 知 す る 報 知 手 段 で あ
り 、 図 示 し な い 信 号 線 を 介 し て 制 御 回 路 Ｓ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 制 御 回 路 Ｓ か ら の 点 灯 信
号 が 入 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 第 二 報 知 ラ ン プ ２ ５ は 、 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ ２ の 検 知 結 果 を 報 知 す る 報 知 手
段 で あ り 、 図 示 し な い 信 号 線 を 介 し て 制 御 回 路 Ｓ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 制 御 回 路 Ｓ か ら の
点 灯 信 号 が 入 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ こ で 、 図 示 し な い 信 号 線 は 、 集 塵 ホ ー ス １ ２ 、 手 元 操 作 管 １ ３ 、 延 長 管 １ ４ 、 及 び 接
続 管 ２ ３ 内 に 設 け ら れ 、 こ の 集 塵 ホ ー ス １ ２ 等 が 接 続 さ れ る こ と に よ り 電 気 的 に 連 続 す る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 、 第 一 報 知 ラ ン プ ２ ４ は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 配 置 面 ２ １ ｂ に 形 成 さ れ た
凹 部 ２ ４ ａ 内 に 設 け ら れ た Ｌ Ｅ Ｄ ２ ４ ｂ と 、 こ の 凹 部 ２ ４ ａ を 覆 う 透 光 材 ２ ４ ｃ と を 有 し
て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 第 二 報 知 ラ ン プ ２ ５ も 、 図 示 し な い が 凹 部 内 に 設 け ら れ た Ｌ Ｅ Ｄ と 、 凹 部 を 覆 う
透 光 材 と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ ら の 第 一 、 第 二 報 知 ラ ン プ ２ ４ 、 ２ ５ は 、 制 御 回 路 Ｓ か ら 点 灯 信 号 が 入 力 さ れ る と
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、 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ４ ｂ 、 （ 他 方 図 示 せ ず ） を 発 光 さ せ る と 共 に 、 透 光 材 ２ ４ ｃ 、 （ 他 方 図 示 せ ず
） に よ っ て 光 を 拡 散 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ る 電 気 掃 除 機 １ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 電 気 掃 除 機 １ ０ の 集 塵 容 器 ３ ０ に 塵 埃 が 溜 ま っ た ら 、 掃 除 機 本 体 １ １ に 設 け ら れ た
蓋 体 １ ７ を 上 方 に 回 動 さ せ て 集 塵 室 １ ５ を 開 け 、 集 塵 容 器 ３ ０ を 集 塵 室 １ ５ か ら 取 り 出 す
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 蓋 部 ３ ５ を 図 示 し な い 開 閉 手 段 を 操 作 し て 開 き 、 集 塵 室 部 ３ ３ 内 に 蓄 積 さ れ た
塵 埃 を 廃 棄 す る 。 な お 、 こ の と き 、 メ ッ シ ュ フ ィ ル タ Ｍ Ｆ に 付 着 し た 塵 埃 を 掻 き 出 し て も
よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 さ ら に 、 フ ィ ル タ 体 ３ ２ に 付 着 し た 塵 埃 を 除 去 す る に は 、 ま ず フ ィ ル タ 体 ３ ２ の 後 面 に
設 け ら れ た 振 動 レ バ ー ３ ２ ｃ を つ ま み 、 風 路 室 部 ３ ４ の 後 部 に 嵌 着 さ れ た フ ィ ル タ 体 ３ ２
を 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 振 動 レ バ ー ３ ２ ｃ を 左 右 方 向 に 移 動 さ せ て プ リ ー ツ フ ィ ル タ ３ ２ ｂ を 振 動 さ せ 、
こ の プ リ ー ツ フ ィ ル タ ３ ２ ｂ に 付 着 し た 塵 埃 を 除 去 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の よ う に プ リ ー ツ フ ィ ル タ ３ ２ ｂ の 塵 埃 を 除 去 し た ら 、 再 び 振 動 レ バ ー ３ ２ ｃ を つ ま
ん で フ ィ ル タ 体 ３ ２ を 風 路 室 部 ３ ４ の 後 部 に 嵌 着 す る 。 ま た 、 集 塵 室 部 ３ ３ の 蓋 部 ３ ５ は
、 あ ら か じ め 閉 じ て お く 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ し て 、 フ ィ ル タ 体 ３ ２ を 取 り 付 け た 容 器 本 体 ３ １ を 、 集 塵 室 １ ５ 内 に 挿 入 し 、 集 塵 容
器 ３ ０ を 掃 除 機 本 体 １ １ に 装 着 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の と き 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 蓋 部 ３ ５ が 集 塵 室 １ ５ の 底 面 １ ５ ａ に 向 か っ て ま
っ す ぐ 降 下 し て い き 、 集 塵 容 器 ３ ０ が 集 塵 室 １ ５ の 所 定 の 位 置 に 正 確 に 装 着 さ れ る と 、 図
６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 一 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ が 蓋 部 ３ ５ に よ っ て 押 圧 さ れ る 。 こ れ
に よ り 、 検 知 部 Ｍ １ ｂ は ス イ ッ チ 片 Ｍ １ ａ の Ｏ Ｎ を 検 知 し 、 制 御 回 路 Ｓ に は 第 一 マ イ ク ロ
ス イ ッ チ Ｍ １ か ら の Ｏ Ｎ 信 号 が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 一 方 、 フ ィ ル タ 体 ３ ２ は 隔 壁 １ ８ に 沿 っ て 降 下 し 、 こ の と き 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、
フ ィ ル タ 体 ３ ２ の 枠 体 ３ ２ ａ に 設 け ら れ た 押 圧 片 ３ ６ が 隔 壁 １ ８ に 摺 接 し な が ら 移 動 す る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 そ し て 、 集 塵 容 器 ３ ０ が 集 塵 室 １ ５ の 所 定 の 位 置 に 正 確 に 装 着 さ れ る と 、 図 ６ （ ｄ ） に
示 す よ う に 、 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ ２ が 押 圧 片 ３ ６ に よ っ て 押 圧 さ れ る 。 こ れ に よ り 、
検 知 部 Ｍ ２ ｂ は ス イ ッ チ 片 Ｍ ２ ａ の Ｏ Ｎ を 検 知 し 、 制 御 回 路 Ｓ に は 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ
Ｍ ２ か ら の Ｏ Ｎ 信 号 が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う に 集 塵 容 器 ３ ０ を 装 着 し た ら 、 蓋 体 １ ７ を 下 方 に 回 動 し て 閉 じ て か ら 手 元 操 作
管 １ ３ の 操 作 部 １ ３ Ａ に 設 け ら れ た 強 ス イ ッ チ Ｓ ａ 又 は 弱 ス イ ッ チ Ｓ ｂ を Ｏ Ｎ す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の と き 、 制 御 回 路 Ｓ に は 第 一 、 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ 、 Ｍ ２ か ら の Ｏ Ｎ 信 号 が そ
れ ぞ れ 入 力 さ れ て い る の で 、 こ の 制 御 回 路 Ｓ か ら 点 灯 信 号 が 出 力 さ れ ず 、 報 知 ラ ン プ ２ ４
、 ２ ５ は 消 灯 し た ま ま と な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 そ し て 、 電 動 送 風 機 １ ６ は 、 操 作 部 １ ３ Ａ か ら の ス イ ッ チ 信 号 に 応 じ た 運 転 を 行 い 、 こ
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れ に よ り 吸 込 負 圧 が 集 塵 室 １ ５ 、 集 塵 ホ ー ス １ ２ 、 手 元 操 作 管 １ ３ 、 延 長 管 １ ４ を 順 に 介
し て 吸 込 口 体 ２ ０ か ら 塵 埃 を 吸 い 込 ん で 掃 除 を す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 な お 、 吸 込 口 体 ２ ０ か ら 吸 い 込 ま れ た 塵 埃 を 含 む 空 気 は 、 延 長 管 １ ４ 、 手 元 操 作 管 １ ３
、 集 塵 ホ ー ス １ ２ を 順 に 介 し て 、 集 塵 室 １ ５ 内 の 集 塵 容 器 ３ ０ 内 に 吸 い 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ こ で 、 集 塵 容 器 ３ ０ の 連 通 口 ３ ３ ａ か ら 集 塵 室 部 ３ ３ 内 に 流 れ 込 ん だ 空 気 及 び 塵 埃 は
、 慣 性 力 に よ っ て ほ ぼ ま っ す ぐ 流 れ て 分 離 壁 ３ ３ ｂ に ぶ つ か る 。 こ れ に よ り 、 塵 埃 が 下 方
に 落 下 し て 蓄 積 さ れ る と 共 に 、 空 気 は メ ッ シ ュ フ ィ ル タ Ｍ Ｆ を 介 し て 風 路 室 部 ３ ４ へ と 流
れ る 。 そ し て 、 空 気 は 隔 壁 １ ８ の 連 通 孔 １ ８ ａ を 通 っ て 電 動 送 風 機 １ ６ に 吸 い 込 ま れ 、 図
示 し な い 排 気 口 か ら 大 気 へ と 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の よ う に 、 集 塵 容 器 ３ ０ で は 、 慣 性 分 離 に よ っ て 空 気 と 塵 埃 と が 分 離 さ れ る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 一 方 、 こ の 集 塵 容 器 ３ ０ が 装 着 さ れ て い な い 場 合 で は 、 第 一 、 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ
１ 、 Ｍ ２ は そ れ ぞ れ Ｏ Ｎ さ れ ず 、 検 知 部 Ｍ １ ｂ 、 Ｍ ２ ｂ が ス イ ッ チ 片 Ｍ １ ａ 、 Ｍ ２ ａ の Ｏ
Ｎ を 検 知 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 そ の た め 、 制 御 回 路 Ｓ に は 、 第 一 、 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ 、 Ｍ ２ の い ず れ か ら も Ｏ
Ｎ 信 号 が 入 力 さ れ な い の で 、 こ の 制 御 回 路 Ｓ は 、 報 知 ラ ン プ ２ ４ 、 ２ ５ の そ れ ぞ れ に 点 灯
信 号 を 出 力 し 、 報 知 ラ ン プ ２ ４ 、 ２ ５ を 点 灯 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 集 塵 容 器 ３ ０ の 非 装 着 及 び フ ィ ル タ 体 ３ ２ の 非 装 着 を 容 易 に 把 握 す る こ と
が で き 、 誤 っ て 掃 除 を し て し ま う こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 さ ら に 、 フ ィ ル タ 体 ３ ２ が 容 器 本 体 ３ １ に 装 着 さ れ て い な い 場 合 で は 、 集 塵 容 器 ３ ０ の
蓋 部 ３ ５ に よ っ て 押 圧 さ れ る 第 一 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ は Ｏ Ｎ さ れ る が 、 第 二 マ イ ク ロ ス
イ ッ チ Ｍ ２ は Ｏ Ｎ さ れ ず 、 検 知 部 Ｍ ２ ｂ は ス イ ッ チ 片 Ｍ ２ ａ の Ｏ Ｎ を 検 知 し な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 制 御 回 路 Ｓ に は 第 一 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ か ら の み Ｏ Ｎ 信 号 が 入 力 さ れ る
の で 、 こ の 制 御 回 路 Ｓ は 報 知 ラ ン プ ２ ５ の み に 点 灯 信 号 を 出 力 し 、 報 知 ラ ン プ ２ ５ だ け が
点 灯 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ の よ う に 、 フ ィ ル タ 体 ３ ２ の 非 装 着 を 検 知 し て 報 知 す る こ と が で き る の で 、 フ ィ ル タ
体 ３ ２ の 装 着 忘 れ を 防 止 し 、 電 動 送 風 機 １ ６ に 細 塵 が 吸 い 込 ま れ る こ と を 確 実 に 防 止 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 そ し て 、 集 塵 容 器 ３ ０ が 所 定 の 位 置 に 正 確 に 装 着 さ れ て い な い 場 合 、 つ ま り 誤 装 着 の 場
合 で は 、 蓋 部 ３ ５ が 集 塵 室 １ ５ の 底 面 １ ５ ａ に 向 か っ て ま っ す ぐ 降 下 せ ず 、 第 一 マ イ ク ロ
ス イ ッ チ Ｍ １ を 十 分 に 押 圧 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の た め 、 検 知 部 Ｍ １ ｂ は ス イ ッ チ 片 Ｍ １ ａ の Ｏ Ｎ を 検 知 せ ず 、 制 御 回 路 Ｓ に は 第 一 マ
イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ か ら の Ｏ Ｎ 信 号 が 入 力 さ れ な い 。 な お 、 こ の と き 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ
チ Ｍ ２ も 十 分 に 押 圧 さ れ ず 、 こ の 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ ２ か ら の Ｏ Ｎ 信 号 も 入 力 さ れ な
い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 制 御 回 路 Ｓ は 報 知 ラ ン プ ２ ４ 、 ２ ５ に 点 灯 信 号 を 出 力 し 、 報 知 ラ ン プ ２ ４
、 ２ ５ が 点 灯 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
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　 こ の よ う に 、 集 塵 容 器 ３ ０ の 誤 装 着 を 検 知 し て 報 知 す る こ と が で き る の で 、 集 塵 室 １ ５
内 に 集 塵 容 器 ３ ０ が 所 定 の 位 置 に 正 確 に 装 着 さ れ て い な い こ と を 容 易 に 把 握 す る こ と が で
き 、 誤 っ て 掃 除 し て し ま う こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 さ ら に 、 こ の 電 気 掃 除 機 １ ０ で は 、 吸 込 口 体 ２ ０ に 報 知 ラ ン プ ２ ４ 、 ２ ５ が 設 け ら れ て
い る の で 、 報 知 ラ ン プ ２ ４ 、 ２ ５ を 目 視 確 認 し や す く 、 容 易 に 第 一 、 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ
チ Ｍ １ 、 Ｍ ２ の 検 知 結 果 を 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 集 塵 容 器 ３ ０ の 非 装 着 又 は 誤 装 着 や フ ィ ル タ 体 ３ ２ の 非 装 着 を 確 実 に 把 握
し て 、 誤 っ て 掃 除 を し て し ま う こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 特 に 、 上 述 の 実 施 の 形 態 の 電 気 掃 除 機 １ ０ で は 、 容 器 検 知 手 段 で あ る 第 一 マ イ ク ロ ス イ
ッ チ Ｍ １ と 、 フ ィ ル タ 検 知 手 段 で あ る 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ ２ と を 備 え て い る の で 、 集
塵 容 器 ３ ０ の 非 装 着 又 は 誤 装 着 を 検 知 す る と 共 に 、 フ ィ ル タ 体 ３ ２ の 非 装 着 を 検 知 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 な お 、 容 器 検 知 手 段 で あ る 第 一 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ の み が 設 け ら れ て い て も よ い 。 こ
の 場 合 で あ っ て も 、 慣 性 分 離 に よ っ て 分 離 さ れ た 塵 埃 を 捕 集 す る 集 塵 容 器 ３ ０ の 非 装 着 又
は 誤 装 着 を 検 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま た 、 上 述 の 実 施 の 形 態 で は 、 第 一 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ １ を 集 塵 室 １ ５ の 底 面 １ ５ ａ に
設 け 、 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ Ｍ ２ を 隔 壁 １ ８ に 設 け た が 、 こ れ に 限 ら れ ず 、 任 意 の 位 置 に
設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 さ ら に 、 容 器 検 知 手 段 と し て 、 光 セ ン サ や 超 音 波 セ ン サ 等 の 非 接 触 タ イ プ の セ ン サ で あ
っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に 係 る 電 気 掃 除 機 の 外 観 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 掃 除 機 本 体 の 一 部 を 破 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 集 塵 容 器 の 一 部 を 断 面 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 フ ィ ル タ 体 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） は 吸 込 口 体 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 （ ｂ ） は 図 ５ （ ａ ） に お け る Ａ －
Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ ａ ） は 集 塵 容 器 に よ る 第 一 マ イ ク ロ ス イ ッ チ の 押 圧 前 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 （
ｂ ） は 集 塵 容 器 に よ る 第 一 マ イ ク ロ ス イ ッ チ の 押 圧 後 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 （ ｃ ） は フ ィ
ル タ 体 に よ る 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ の 押 圧 前 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 （ ｄ ） は フ ィ ル タ 体 に
よ る 第 二 マ イ ク ロ ス イ ッ チ の 押 圧 後 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 １ ０       電 気 掃 除 機
　 １ １       掃 除 機 本 体
　 １ ３       手 元 操 作 管
　 １ ６     　 電 動 送 風 機
　 ２ ０ 　 　 　 吸 込 口 体
　 ２ ４ 　 　 　 報 知 ラ ン プ （ 報 知 手 段 ）
　 ３ ０ 　 　 　 集 塵 容 器
　 Ｍ １ 　 　 　 第 一 マ イ ク ロ ス イ ッ チ （ 容 器 検 知 手 段 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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